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木星型惑星の科学
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木星型惑星の探査は地球・太陽から遠方にあるために長い期間と慎重な計画が必要である。それ
でも、この5年間はカッシーニ・ホイヘンスにより土星系の探査が非常に進展し、また2010年代
後半から2020年代にかけてはJUNO, EJSM(JMO/JEO/JGO)の実施により木星系も新たな探査の
サイクルを迎えることになる。さらに、太陽系外に多数の巨大惑星が発見されたことは、我々の
太陽系の外惑星たちを、より一般的な視野で見つめなおすことを可能にしている。
本発表では、この様な背景条件を念頭に置き、木星型惑星とくにその大気圏・磁気圏・氷衛星に
関わる近い将来の重要な科学的課題について整理し、探査を含む今後の研究の方向を議論する。
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